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　榛名山麓は、群馬県でも雨の多い地域で
あり地質が火山灰地であるため「悪沢」・「自
害沢」といった沢名が残されているように、
古くから集中豪雨のたびに山崩れをおこ
し、土砂が流される地域でした。
　時は明治維新後、富国強兵と殖産興業の
もと、河川・港湾事業に多くのオランダ人
技師が招かれ、明治 14 年から 18 年、内
務省（現在の国土交通省など）の直轄工事
として、榛名山麓に堰堤が１２０基築造さ
れ、現在 28 基が確認されています。これ
らの堰堤は、オランダ人技師のひとり、ヨ
ハニス・デ・レイケの指導によるものとい
われています。
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　コンクリートも使わずに、直径１ｍにも
およぶ大きな石を積み上げた堰堤は１３０
年あまりの歳月に耐え、今なお榛名山麓の
治山・治水に貢献しています。まさに群馬
の土木遺産とも言えます。このデ・レイケ
堰堤は、自害沢に８基、滝ノ沢に１基あり、
吉岡町に合計９基あります。
　先日九州北部が記録的な豪雨で、大きな
被害を受けました。このような集中豪雨が
いつ身近に起こるかわかりません。デ・レ
イケさんに感謝しながら、防災意識を高め
たいものです。
情報・写真提供　

国土交通省利根川水系砂防事務所
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